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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーフィルタが設けられ、カラー画像の表示を行うカラー表示領域と、前記カラーフ
ィルタが設けられておらず、モノクロ画像の表示を行うモノクロ表示領域とを有する液晶
表示パネルと、
　前記液晶表示パネルの表示面とは反対の背面側に設けられ、前記液晶表示パネルの背面
側から前記液晶表示パネルに対して光を照射するためのバックライトユニットと、
　前記カラー表示領域に位置し、前記カラーフィルタと前記バックライトユニットとの間
の前記カラー表示領域に対応する領域の一部に、前記液晶表示パネルに入射した光の一部
を反射する反射膜が形成される第１サブ画素と、
　前記モノクロ表示領域に位置し、前記反射膜が形成されない第２サブ画素と、
　を有し、
　前記カラー画像は、前記第１サブ画素の前記反射膜が形成された領域において反射され
た前記液晶表示パネルの表示面から入射した外光または前記反射膜が形成されていない領
域があるときは該領域を透過した前記バックライトユニットの出射光により前記表示面に
表示され、
　前記モノクロ画像は、前記モノクロ表示領域の前記第２サブ画素を透過した前記バック
ライトユニットの出射光により前記表示面に表示される、
　液晶表示装置。
【請求項２】
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　前記第１サブ画素の面積は、前記第２サブ画素の面積よりも大きい請求項１に記載の液
晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置に関し、特に、液晶表示パネルを備えた液晶表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カラー表示用のサブ画素とモノクロ表示用のサブ画素とにより１画素が構成され
ている液晶表示パネルを備えた液晶表示装置が知られている（たとえば、特許文献１およ
び２参照）。上記した特許文献１および２のように構成された液晶表示装置では、使用者
の使用状況に応じて、カラー表示とモノクロ表示とを切り換えることが可能となる。
【０００３】
　図４は、上記した従来の液晶表示装置の構造の一例を簡略的に示した断面図である。ま
ず、図４を参照して、従来の液晶表示装置の構造について説明する。
【０００４】
　従来の液晶表示装置の液晶表示パネル１２０は、図４に示すように、カラー表示用のサ
ブ画素１２１ａによるカラー画像の表示動作が透過表示モードで行われ、モノクロ表示用
のサブ画素１２１ｂによるモノクロ画像の表示動作が反射表示モードで行われるように構
成されている。ここで、反射表示モードとは、液晶表示パネル１２０の前面（以下、表示
面１２０ａと言う）から液晶表示パネル１２０に入射した外光（たとえば、太陽光など）
Ｌ１０１を液晶表示パネル１２０の表示面１２０ａに向かって反射することによって、変
調された外光（表示光）Ｌ１０１を液晶表示パネル１２０の表示面１２０ａから出射する
モードである。その一方、透過表示モードとは、液晶表示パネル１２０の表示面１２０ａ
とは反対側の背面１２０ｂから液晶表示パネル１２０に入射したバックライト光（図示し
ないバックライトユニットで生成された光）Ｌ１０２を液晶表示パネル１２０の表示面１
２０ａに向かって透過させることによって、変調されたバックライト光（表示光）Ｌ１０
２を液晶表示パネル１２０の表示面１２０ａから出射するモードである。
【０００５】
　具体的な構造としては、液晶表示パネル１２０は、液晶層１０１と、その液晶層１０１
の背面側および前面側の各々に配置されたガラス基板１０２および１０３とを少なくとも
含んでいる。なお、図示しないが、ガラス基板１０２には、カラー表示用およびモノクロ
表示用の各サブ画素１２１ａおよび１２１ｂに対応する領域に１つずつ配置された薄膜ト
ランジスタが作り込まれている。
【０００６】
　また、ガラス基板１０２の前面側の表面上のカラー表示用およびモノクロ表示用の各サ
ブ画素１２１ａおよび１２１ｂに対応する領域には、透光性の樹脂膜１０４が形成されて
いる。この樹脂膜１０４のカラー表示用のサブ画素１２１ａに対応する領域は、その前面
側の表面が平坦になっており、樹脂膜１０４のモノクロ表示用のサブ画素１２１ｂに対応
する領域は、その前面側の表面が凹凸形状になっている。
【０００７】
　また、樹脂膜１０４の前面側の表面上のカラー表示用のサブ画素１２１ａに対応する領
域には、透明導電膜１０５が形成されている。そして、カラー表示用のサブ画素１２１ａ
の画素電極は、透明導電膜１０５によって構成されている。また、カラー表示用のサブ画
素１２１ａの画素電極（透明導電膜１０５）は、樹脂膜１０４に形成されたコンタクトホ
ール（図示せず）を介して、ガラス基板１０２に作り込まれた薄膜トランジスタ（図示せ
ず）に接続されている。なお、カラー表示用のサブ画素１２１ａの画素電極（透明導電膜
１０５）は、下地層としての樹脂膜１０４の表面が平坦であるため、平坦な形状となって
いる。
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【０００８】
　また、樹脂膜１０４の前面側の表面上のモノクロ表示用のサブ画素１２１ｂに対応する
領域には、反射膜１０６および透明導電膜１０７が順次形成されている。そして、モノク
ロ表示用のサブ画素１２１ｂの画素電極は、反射膜１０６および透明導電膜１０７を含む
２層構造体によって構成されている。また、モノクロ表示用のサブ画素１２１ｂの画素電
極（反射膜１０６および透明導電膜１０７を含む２層構造体）は、樹脂膜１０４に形成さ
れたコンタクトホール（図示せず）を介して、ガラス基板１０２に作り込まれた薄膜トラ
ンジスタ（図示せず）に接続されている。なお、モノクロ表示用のサブ画素１２１ｂの画
素電極（反射膜１０６および透明導電膜１０７を含む２層構造体）は、下地層としての樹
脂膜１０４の表面が凹凸形状であるため、その樹脂膜１０４の表面の凹凸形状を反映した
凹凸形状となっている。
【０００９】
　また、ガラス基板１０３の背面側の表面上には、カラー表示用およびモノクロ表示用の
各サブ画素１２１ａおよび１２１ｂに対応する領域を取り囲むように、ブラックマトリク
ス１０８が形成されている。すなわち、ブラックマトリクス１０８のカラー表示用および
モノクロ表示用の各サブ画素１２１ａおよび１２１ｂに対応する領域には、開口部１０８
ａが形成されている。
【００１０】
　また、カラー表示用のサブ画素１２１ａに対応する領域には、ブラックマトリクス１０
８の開口部１０８ａを埋め込むように、カラーフィルタ１０９が形成されている。なお、
モノクロ表示用のサブ画素１２１ｂに対応する領域には、カラーフィルタは設けられてい
ない。
【００１１】
　また、カラー表示用およびモノクロ表示用の各サブ画素１２１ａおよび１２１ｂに対応
する領域には、トップコート膜１１０が設けられている。具体的には、カラー表示用のサ
ブ画素１２１ａに対応する領域において、トップコート膜１１０は、カラーフィルタ１０
９の背面側の表面上に形成されている。また、モノクロ表示用のサブ画素１２１ｂに対応
する領域において、トップコート膜１１０は、ブラックマトリクス１０８の開口部１０８
ａを埋め込むように形成されている。また、トップコート膜１１０の厚みは、モノクロ表
示用のサブ画素１２１ｂに対応する領域における液晶層１０１の厚み（セルギャップ）が
、カラー表示用のサブ画素１２１ａに対応する領域におけるセルギャップの半分となるよ
うに設定されている。
【００１２】
　また、トップコート膜１１０の背面側の表面上のカラー表示用およびモノクロ表示用の
各サブ画素１２１ａおよび１２１ｂに対応する領域には、透明導電膜１１１が形成されて
いる。そして、カラー表示用およびモノクロ表示用の各サブ画素１２１ａおよび１２１ｂ
の共通電極は、透明導電膜１１１によって構成されている。
【００１３】
　また、画素電極（透明導電膜１０５および１０７）の前面側の表面上および共通電極（
透明導電膜１１１）の背面側の表面上には、それぞれ、配向膜１１２および１１３が形成
されている。そして、液晶層１０１は、配向膜１１２と配向膜１１３との間に挟持されて
いる。
【００１４】
　なお、図示しないが、液晶表示パネル１２０の背面１２０ｂ側には、バックライト光Ｌ
１０２を出射するためのバックライトユニットが配置されている。
【００１５】
　従来の液晶表示装置では、上記したように、カラー表示用のサブ画素１２１ａに対応す
る領域に反射膜を配置せずに、モノクロ表示用のサブ画素１２１ｂに対応する領域にのみ
反射膜１０６を配置している。すなわち、従来の液晶表示装置は、カラー表示用のサブ画
素１２１ａに対応する領域に入射した光（外光Ｌ１０１およびバックライト光Ｌ１０２）
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が透過し、モノクロ表示用のサブ画素１２１ｂに対応する領域に入射した光（外光Ｌ１０
１およびバックライト光Ｌ１０２）が反射されるように構成されていることになる。した
がって、従来の液晶表示装置では、カラー表示用のサブ画素１２１ａによるカラー画像の
表示動作を透過表示モードで行い、モノクロ表示用のサブ画素１２１ｂによるモノクロ画
像の表示動作を反射表示モードで行うことが可能となる。
【００１６】
【特許文献１】特開２００６－７１８６３号公報
【特許文献２】特開平７－１５９７７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、図４に示した従来の構造では、野外などの非常に明るい環境下（外光Ｌ
１０１の輝度が高い環境下）において、カラー表示用のサブ画素１２１ａによるカラー画
像の表示を行おうとすると、以下のような不都合が生じる。すなわち、非常に明るい環境
下では、輝度の高い外光Ｌ１０１が反射膜１０６により反射されることによって、モノク
ロ表示用のサブ画素１２１ｂから輝度の高い外光（表示光）Ｌ１０１が出射される。この
場合には、モノクロ表示用のサブ画素１２１ｂから出射される外光（表示光）Ｌ１０１の
輝度が、カラー表示用のサブ画素１２１ａから出射されるバックライト光（表示光）Ｌ１
０２の輝度よりも高くなる場合がある。このため、カラー表示用のサブ画素１２１ａによ
るカラー画像の表示を行っているにもかかわらず、表示される画像がモノクロに見えてし
まうという不都合が生じる。その結果、図４に示した従来の構造では、カラー画像の表示
が不鮮明になるという問題点がある。
【００１８】
　なお、上記した問題点を解消する方法として、バックライト光Ｌ１０２の輝度をより高
くするという方法が考えられる。しかしながら、この方法では、消費電力が大きくなると
いう新たな不都合が生じる。
【００１９】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の目的
は、非常に明るい環境下において、表示される画像が不鮮明になるのを抑制することが可
能な液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記目的を達成するために、カラーフィルタが設けられ、カラー画像の表示を行うカラ
ー表示領域と、カラーフィルタが設けられておらず、モノクロ画像の表示を行うモノクロ
表示領域とを有する液晶表示パネルと、液晶表示パネルの表示面とは反対の背面側に設け
られ、液晶表示パネルの背面側から液晶表示パネルに対して光を照射するためのバックラ
イトユニットと、カラー表示領域に位置し、カラーフィルタとバックライトユニットとの
間のカラー表示領域に対応する領域の一部に、液晶表示パネルに入射した光の一部を反射
する反射膜が形成される第１サブ画素と、モノクロ表示領域に位置し、反射膜が形成され
ない第２サブ画素と、を有し、カラー画像は、第１サブ画素の反射膜が形成された領域に
おいて反射された液晶表示パネルの表示面から入射した外光または反射膜が形成されてい
ない領域があるときは該領域を透過したバックライトユニットの出射光により表示面に表
示され、モノクロ画像は、モノクロ表示領域の第２サブ画素を透過したバックライトユニ
ットの出射光により表示面に表示される液晶表示装置、が提供される。
                                                                              
【００２１】
　この一の局面による液晶表示装置では、上記のように構成することによって、カラー表
示領域におけるカラー画像の表示動作を反射表示モードで行うことができ、モノクロ表示
領域におけるモノクロ画像の表示動作を透過表示モードで行うことができる。なお、反射
表示モードとは、液晶表示パネルの表示面から液晶表示パネルに入射した外光（たとえば
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、太陽光など）を液晶表示パネルの表示面に向かって反射することによって、変調された
外光（表示光）を液晶表示パネルの表示面から出射するモードである。その一方、透過表
示モードとは、液晶表示パネルの背面から液晶表示パネルに入射したバックライト光（バ
ックライトユニットで生成された光）を液晶表示パネルの表示面に向かって透過させるこ
とによって、変調されたバックライト光（表示光）を液晶表示パネルの表示面から出射す
るモードである。
【００２２】
　上記の場合には、非常に明るい環境下（外光の輝度が高い環境下）で液晶表示装置を使
用する際に、以下のような効果を得ることができる。
【００２３】
　すなわち、カラー表示領域（カラーフィルタが設けられた領域）においてカラー画像の
表示を行う場合には、モノクロ表示領域（カラーフィルタが設けられていない領域）に外
光が入射したとしても、その外光が反射されないので、外光（表示光）がモノクロ表示領
域から出射されるのを抑制することができる。これにより、カラー表示領域においてカラ
ー画像の表示を行う際に、外光（表示光）がモノクロ表示領域からも出射されることに起
因して、表示される画像がモノクロに見えてしまうという不都合が発生するのを抑制する
ことができる。
【００２４】
　また、モノクロ表示領域（カラーフィルタが設けられていない領域）においてモノクロ
画像の表示を行う場合には、モノクロ表示領域を透過したバックライト光（表示光）はカ
ラーフィルタを介さずに出射されるので、モノクロ表示領域から出射されるバックライト
光（表示光）の輝度が低下するのを抑制することができる。これにより、モノクロ表示領
域においてモノクロ画像の表示を行う際に、モノクロ表示領域から出射されるバックライ
ト光（表示光）の輝度が低下することに起因して、表示されるモノクロ画像が見にくくな
るという不都合が発生するのを抑制することができる。
【００２５】
　これらの結果、一の局面では、非常に明るい環境下（外光の輝度が高い環境下）で液晶
表示装置を使用する際に、表示されるカラー画像およびモノクロ画像が不鮮明になるのを
抑制することができる。
【００２６】
　また、屋外などの明るい環境下で主に使用される液晶表示装置に本発明を適用する場合
には、カラー表示領域においてカラー画像を表示する際に、バックライトユニットを点灯
させる必要がないので、消費電力を低減することができる。
【００２７】
　また、反射膜は、カラー表示領域に設けられている一方、モノクロ表示領域には設けら
れていない。このように構成すれば、容易に、カラー表示領域におけるカラー画像の表示
動作を反射表示モードで行うことができ、モノクロ表示領域におけるモノクロ画像の表示
動作を透過表示モードで行うことができる。
【００２８】
　また、液晶表示パネルは、カラー表示領域に位置する第１サブ画素と、モノクロ表示領
域に位置する第２サブ画素とを有しており、好ましくは、第１サブ画素の面積は、第２サ
ブ画素の面積よりも大きくする。このように構成すれば、カラー表示領域においてカラー
画像の表示を行う際に、表示されるカラー画像が不鮮明になるのを抑制することができる
。
【発明の効果】
【００２９】
　以上のように、本発明によれば、非常に明るい環境下において、表示されるカラー画像
およびモノクロ画像が不鮮明になるのを抑制することが可能な液晶表示装置を容易に得る
ことができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　図１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置を構成する液晶表示パネルおよびバッ
クライトユニットの斜視図である。図２は、図１に示した一実施形態による液晶表示装置
に含まれる液晶表示パネルの１画素分の構成を説明するための概略図である。図３は、図
１に示した一実施形態による液晶表示装置に含まれる液晶表示パネルの断面図である（図
２の１００－１００線に沿った断面に対応する図）。まず、図１～図３を参照して、本実
施形態による液晶表示装置の構造について説明する。
【００３１】
　本実施形態の液晶表示装置は、たとえば、屋外に持ち運び可能な携帯電話などの携帯機
器に用いられる。また、本実施形態の液晶表示装置は、図１に示すように、液晶表示パネ
ル２０と、バックライトユニット３０とを備えている。液晶表示パネル２０は、マトリク
ス状に配列された複数の画素（破線で囲まれた領域）２１を有しているとともに、その前
面（以下、表示面２０ａと言う）に所望の画像を表示するように構成されている。また、
バックライトユニット３０は、液晶表示パネル２０の表示面２０ａとは反対の背面２０ｂ
側に設けられている。このバックライトユニット３０は、液晶表示パネル２０の背面２０
ｂ側から液晶表示パネル２０に対してバックライト光（バックライトユニット３０で生成
された光）Ｌ２を照射するように構成されている。
【００３２】
　また、図１および図２に示すように、液晶表示パネル２０の複数の画素２１は、それぞ
れ、４つのサブ画素２１ａ、２１ｂ、２１ｃおよび２１ｄによって構成されている。この
４つのサブ画素２１ａ～２１ｄは、それぞれ、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）およ
び白色（Ｗ）に対応している。そして、本実施形態の液晶表示パネル２０は、赤色（Ｒ）
、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の各サブ画素２１ａ～２１ｃによってカラー画像の表示が
行われ、白色（Ｗ）のサブ画素２１ｄによってモノクロ画像の表示が行われるように構成
されている。さらに、本実施形態の液晶表示パネル２０は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）およ
び青色（Ｂ）の各サブ画素２１ａ～２１ｃの面積が、白色（Ｗ）のサブ画素２１ｄの面積
よりも大きくなるように構成されている。なお、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ
）の各サブ画素２１ａ～２１ｃは、本発明の「第１サブ画素」の一例であり、白色（Ｗ）
のサブ画素２１ｄは、本発明の「第２サブ画素」の一例である。
【００３３】
　また、本実施形態の液晶表示パネル２０は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）
の各サブ画素２１ａ～２１ｃによるカラー画像の表示動作が反射表示モードで行われ、白
色（Ｗ）のサブ画素２１ｄによるモノクロ画像の表示動作が透過表示モードで行われるよ
うに構成されている。ここで、反射表示モードとは、液晶表示パネル２０の表示面２０ａ
から液晶表示パネル２０に入射した外光（たとえば、太陽光など）Ｌ１を液晶表示パネル
２０の表示面２０ａに向かって反射することによって、変調された外光（表示光）Ｌ１を
液晶表示パネル２０の表示面２０ａから出射するモードである。その一方、透過表示モー
ドとは、液晶表示パネル２０の背面２０ｂから液晶表示パネル２０に入射したバックライ
ト光Ｌ２を液晶表示パネル２０の表示面２０ａに向かって透過させることによって、変調
されたバックライト光（表示光）Ｌ２を液晶表示パネル２０の表示面２０ａから出射する
モードである。
【００３４】
　以下に、本実施形態の液晶表示パネル２０の構造を具体的に説明する。なお、以下の説
明では、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の各サブ画素２１ａ～２１ｃに対応す
る領域をカラー表示領域２２ａと言うとともに、白色（Ｗ）のサブ画素２１ｄに対応する
領域をモノクロ表示領域２２ｂと言う。
【００３５】
　本実施形態の液晶表示パネル２０は、図３に示すように、液晶層１と、液晶層１の背面
側および前面側の各々に配置されたガラス基板２および３とを少なくとも含んでいる。
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【００３６】
　ガラス基板２には、互いに交差するように配置された複数のゲート線４（図２参照）お
よび複数のデータ線５（図２参照）と、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）および白色
（Ｗ）の各サブ画素２１ａ～２１ｄに対応する領域に１つずつ配置された複数の薄膜トラ
ンジスタ６（図２参照）とが作り込まれている。そして、薄膜トランジスタ６のゲートは
、ゲート線４に接続されている。また、薄膜トランジスタ６のソース／ドレインの一方は
、データ線５に接続されている。さらに、薄膜トランジスタ６のソース／ドレインの他方
は、後述する画素電極に接続されている。なお、図３には、図面の簡略化のため、ゲート
線４、データ線５および薄膜トランジスタ６は図示していない。
【００３７】
　また、ガラス基板２の前面側の表面上のカラー表示領域２２ａおよびモノクロ表示領域
２２ｂに対応する領域には、透光性のアクリル樹脂からなる樹脂膜７が形成されている。
この樹脂膜７のカラー表示領域２２ａに対応する領域は、その前面側の表面が凹凸形状に
なっており、樹脂膜７のモノクロ表示領域２２ｂに対応する領域は、その前面側の表面が
平坦になっている。
【００３８】
　また、樹脂膜７の前面側の表面上のカラー表示領域２２ａに対応する領域には、アルミ
ニウムからなる反射膜８およびＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）からなる透
明導電膜９が順次形成されている。この反射膜８および透明導電膜９を含む２層構造体は
、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の各サブ画素２１ａ～２１ｃに対応する領域
に１つずつ独立して形成されている。そして、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）
の各サブ画素２１ａ～２１ｃの画素電極は、反射膜８および透明導電膜９を含む２層構造
体によって構成されている。なお、反射膜８および透明導電膜９を含む２層構造体（画素
電極）は、樹脂膜７に形成されたコンタクトホール（図示せず）を介して、対応する薄膜
トランジスタ６（図２参照）のソース／ドレインの他方に接続されている。また、反射膜
８および透明導電膜９を含む２層構造体（画素電極）は、下地層としての樹脂膜７の表面
が凹凸形状であることから、その樹脂膜７の表面の凹凸形状を反映した凹凸形状となって
いる。
【００３９】
　また、樹脂膜７の前面側の表面上のモノクロ表示領域２２ｂに対応する領域には、反射
膜を介さずに、透明導電膜９と同一の層からなる透明導電膜１０が直接形成されている。
すなわち、モノクロ表示領域２２ｂに対応する領域には、反射膜が配置されていない。そ
して、白色（Ｗ）のサブ画素２１ｄの画素電極は、透明導電膜１０によって構成されてい
る。なお、透明導電膜（画素電極）１０は、樹脂膜７に形成されたコンタクトホール（図
示せず）を介して、対応する薄膜トランジスタ６（図２参照）のソース／ドレインの他方
に接続されている。また、透明導電膜１０は、下地層としての樹脂膜７の表面が平坦であ
るため、平坦な形状となっている。
【００４０】
　ここで、上記した反射膜８は、液晶表示パネル２０の表示面２０ａから液晶表示パネル
２０に入射した外光Ｌ１を液晶表示パネル２０の表示面２０ａに向かって反射し、液晶表
示パネル２０の背面２０ｂから液晶表示パネル２０に入射したバックライト光Ｌ２を液晶
表示パネル２０の背面２０ｂに向かって反射するために設けられている。すなわち、モノ
クロ表示領域２２ｂに対応する領域に反射膜を配置せずに、カラー表示領域２２ａに対応
する領域にのみ反射膜８を配置した本実施形態の液晶表示パネル２０では、カラー表示領
域２２ａに入射した光（外光Ｌ１およびバックライト光Ｌ２）が反射し、モノクロ表示領
域２２ｂに入射した光（外光Ｌ１およびバックライト光Ｌ２）が透過することになる。し
たがって、本実施形態では、カラー表示領域２２ａにおけるカラー画像の表示動作を反射
表示モードで行い、モノクロ表示領域２２ｂにおけるモノクロ画像の表示動作を透過表示
モードで行うことが可能となる。
【００４１】
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　また、ガラス基板３の背面側の表面上のカラー表示領域２２ａおよびモノクロ表示領域
２２ｂに対応する領域には、クロムからなるブラックマトリクス１１が形成されている。
このブラックマトリクス１１は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）および白色（Ｗ）
の各サブ画素２１ａ～２１ｄに対応する領域を取り囲むように形成されている。すなわち
、ブラックマトリクス１１の赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）および白色（Ｗ）の各
サブ画素２１ａ～２１ｄに対応する領域には、開口部１１ａが形成されている。そして、
赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）および白色（Ｗ）の各サブ画素２１ａ～２１ｄは、
ブラックマトリクス１１によって仕切られている。
【００４２】
　なお、本実施形態では、カラー表示領域２２ａに対応する領域に位置するブラックマト
リクス１１の開口部１１ａの面積が、モノクロ表示領域２２ｂに対応する領域に位置する
ブラックマトリクス１１の開口部１１ａの面積よりも大きくなるように設定されている。
これにより、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の各サブ画素２１ａ～２１ｃの面
積が、白色（Ｗ）のサブ画素２１ｄの面積よりも大きくなる。
【００４３】
　また、カラー表示領域２２ａに対応する領域には、カラー画像の表示を行うための樹脂
製のカラーフィルタ１２、１３および１４が設けられている。具体的には、カラーフィル
タ１２は、赤色に着色されており、赤色（Ｒ）のサブ画素２１ａに対応する領域に位置す
るブラックマトリクス１１の開口部１１ａを埋め込むように形成されている。また、カラ
ーフィルタ１３は、緑色に着色されており、緑色（Ｇ）のサブ画素２１ｂに対応する領域
に位置するブラックマトリクス１１の開口部１１ａを埋め込むように形成されている。ま
た、カラーフィルタ１４は、青色に着色されており、青色（Ｂ）のサブ画素２１ｃに対応
する領域に位置するブラックマトリクス１１の開口部１１ａを埋め込むように形成されて
いる。なお、モノクロ表示領域２２ｂに対応する領域（白色（Ｗ）のサブ画素２１ｄに対
応する領域）には、カラーフィルタは設けられていないが、カラーフィルタを設けない代
わりに透明層のようなものを形成しておいても構わない。
【００４４】
　これにより、赤色（Ｒ）のサブ画素２１ａに対応する領域では、液晶表示パネル２０の
表示面２０ａから入射した外光Ｌ１が反射膜８で反射されると、その外光Ｌ１が赤色のカ
ラーフィルタ１２を介して液晶表示パネル２０の表示面２０ａから出射される。また、緑
色（Ｇ）のサブ画素２１ｂに対応する領域では、液晶表示パネル２０の表示面２０ａから
入射した外光Ｌ１が反射膜８で反射されると、その外光Ｌ１が緑色のカラーフィルタ１３
を介して液晶表示パネル２０の表示面２０ａから出射される。また、青色（Ｂ）のサブ画
素２１ｃに対応する領域では、液晶表示パネル２０の表示面２０ａから入射した外光Ｌ１
が反射膜８で反射されると、その外光Ｌ１が青色のカラーフィルタ１４を介して液晶表示
パネル２０の表示面２０ａから出射される。その一方、白色（Ｗ）のサブ画素２１ｄに対
応する領域では、液晶表示パネル２０の背面２０ｂからバックライト光Ｌ２が入射される
と、そのバックライト光Ｌ２がカラーフィルタを介さずに液晶表示パネル２０の表示面２
０ａから出射されることになる。
【００４５】
　また、カラー表示領域２２ａに対応する領域に位置するカラーフィルタ１２～１４の背
面側の表面上には、透光性のアクリル樹脂からなるトップコート膜１５が形成されている
。なお、モノクロ表示領域２２ｂに対応する領域には、トップコート膜は設けられていな
い。また、トップコート膜１５の厚みは、カラー表示領域２２ａに対応する領域における
液晶層１の厚み（セルギャップ）が、モノクロ表示領域２２ｂに対応する領域におけるセ
ルギャップの半分となるように設定されている。
【００４６】
　また、カラー表示領域２２ａおよびモノクロ表示領域２２ｂに対応する領域には、ＩＴ
Ｏからなる透明導電膜１６が設けられている。具体的には、カラー表示領域２２ａに対応
する領域において、透明導電膜１６は、トップコート膜１５を覆うように形成されている
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。また、モノクロ表示領域２２ｂに対応する領域において、透明導電膜１６は、ブラック
マトリクス１１の開口部１１ａを埋め込むように形成されている。そして、赤色（Ｒ）、
緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）および白色（Ｗ）の各サブ画素２１ａ～２１ｄの共通電極は、透
明導電膜１６によって構成されている。
【００４７】
　また、画素電極（透明導電膜９および１０）の前面側の表面上および共通電極（透明導
電膜１６）の背面側の表面上には、それぞれ、ポリイミド樹脂からなる配向膜１７および
１８が形成されている。そして、液晶層１は、配向膜１７と配向膜１８との間に挟持され
ている。
【００４８】
　次に、図１～図３を参照して、本実施形態による液晶表示装置の表示動作について説明
する。なお、以下の説明では、非常に明るい環境下（外光Ｌ１の輝度が高い環境下）で液
晶表示装置が使用されるとする。
【００４９】
　まず、カラー表示領域２２ａにおいてカラー画像の表示を行う場合には、液晶表示装置
の表示モードを反射表示モードに切り替える。なお、反射表示モードでは、バックライト
ユニット３０からはバックライト光Ｌ２が出射されない。
【００５０】
　この場合、カラー表示領域２２ａに対応する領域では、液晶表示パネル２０の表示面２
０ａから外光Ｌ１が入射されると、その外光Ｌ１が反射膜８により反射される。この後、
反射膜８により反射された外光Ｌ１は、カラーフィルタ１２～１４を介して液晶表示パネ
ル２０の表示面２０ａから出射される。これにより、カラー表示領域２２ａにおいてカラ
ー画像が表示される。
【００５１】
　その一方、モノクロ表示領域２２ｂに対応する領域では、液晶表示パネル２０の表示面
２０ａから外光Ｌ１が入射したとしても、その外光Ｌ１は、反射膜８による反射が行われ
ずに液晶表示パネル２０の背面２０ｂから抜けていく。このため、モノクロ表示領域２２
ｂに対応する領域では、液晶表示パネル２０の表示面２０ａから外光Ｌ１が出射されるこ
とがない。
【００５２】
　また、モノクロ表示領域２２ｂにおいてモノクロ画像の表示を行う場合には、液晶表示
装置の表示モードを透過表示モードに切り替える。すなわち、液晶表示パネル２０の背面
２０ｂ側から液晶表示パネル２０に対してバックライト光Ｌ２を照射する。
【００５３】
　この場合、カラー表示領域２２ａに対応する領域では、液晶表示パネル２０の背面２０
ｂからバックライト光Ｌ２が入射されると、そのバックライト光Ｌ２が反射膜８により反
射されるので、バックライト光Ｌ２は液晶層１には入射されない。すなわち、カラー表示
領域２２ａに対応する領域では、バックライト光Ｌ２による表示が行われない。
【００５４】
　その一方、モノクロ表示領域２２ｂに対応する領域では、液晶表示パネル２０の背面２
０ｂからバックライト光Ｌ２が入射されると、そのバックライト光Ｌ２は、反射膜８によ
る反射が行われずに液晶層１を透過する。この後、液晶層１を透過したバックライト光Ｌ
２は、カラーフィルタを介さずに液晶表示パネル２０の表示面２０ａから出射される。こ
れにより、モノクロ表示領域２２ｂにおいてモノクロ画像が表示される。
【００５５】
　本実施形態では、上記のように、モノクロ表示領域２２ｂに対応する領域に反射膜を配
置せずに、カラー表示領域２２ａに対応する領域にのみ反射膜８を配置することによって
、カラー表示領域２２ａにおけるカラー画像の表示動作を反射表示モードで行うことがで
き、モノクロ表示領域２２ｂにおけるモノクロ画像の表示動作を透過表示モードで行うこ
とができる。この場合、カラー表示領域（カラーフィルタ１２～１４が設けられた領域）
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２２ａにおいてカラー画像の表示を行う場合には、モノクロ表示領域（カラーフィルタが
設けられていない領域）２２ｂに外光Ｌ１が入射したとしても、その外光Ｌ１が反射され
ないので、外光（表示光）Ｌ１がモノクロ表示領域２２ｂから出射されるのを抑制するこ
とができる。これにより、カラー表示領域２２ａにおいてカラー画像の表示を行う際に、
外光（表示光）Ｌ１がモノクロ表示領域２２ｂからも出射されることに起因して、表示さ
れる画像がモノクロに見えてしまうという不都合が発生するのを抑制することができる。
【００５６】
　また、モノクロ表示領域（カラーフィルタが設けられていない領域）２２ｂにおいてモ
ノクロ画像の表示を行う場合には、モノクロ表示領域２２ｂを透過したバックライト光（
表示光）Ｌ２はカラーフィルタを介さずに出射されるので、モノクロ表示領域２２ｂから
出射されるバックライト光（表示光）Ｌ２の輝度が低下するのを抑制することができる。
これにより、モノクロ表示領域２２ｂにおいてモノクロ画像の表示を行う際に、モノクロ
表示領域２２ｂから出射されるバックライト光（表示光）Ｌ２の輝度が低下することに起
因して、表示されるモノクロ画像が見にくくなるという不都合が発生するのを抑制するこ
とができる。
【００５７】
　これらの結果、本実施形態では、非常に明るい環境下（外光Ｌ１の輝度が高い環境下）
で液晶表示装置を使用する際に、表示されるカラー画像およびモノクロ画像が不鮮明にな
るのを抑制することができる。
【００５８】
　また、本実施形態では、カラー表示領域２２ａにおいてカラー画像を表示する際に、バ
ックライトユニット３０を点灯させる必要がないので、消費電力を低減することが可能と
なる。
【００５９】
　また、本実施形態では、上記のように、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の各
サブ画素２１ａ～２１ｃの面積を、白色（Ｗ）のサブ画素２１ｄの面積よりも大きくする
ことによって、カラー表示領域２２ａにおいてカラー画像の表示を行う際に、表示される
カラー画像が不鮮明になるのを抑制することができる。
【００６０】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００６１】
　たとえば、上記実施形態では、カラー表示領域におけるカラー画像の表示が反射表示モ
ードのみで行われるように構成したが、本発明はこれに限らず、カラー表示領域における
カラー画像の表示を、反射表示モードに加えて、透過表示モードでも行うことが可能なよ
う構成してもよい。すなわち、カラー表示領域を半透過型構造にしてもよい。
【００６２】
　また、上記実施形態では、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の各サブ画素の面
積が、白色（Ｗ）のサブ画素の面積よりも大きくなるように構成したが、本発明はこれに
限らず、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）および白色（Ｗ）の各サブ画素の面積が同
じであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置を構成する液晶表示パネルおよびバック
ライトユニットの斜視図である。
【図２】図１に示した一実施形態による液晶表示装置に含まれる液晶表示パネルの１画素
分の構成を説明するための概略図である。
【図３】図１に示した一実施形態による液晶表示装置に含まれる液晶表示パネルの断面図
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である（図２の１００－１００線に沿った断面に対応する図）。
【図４】従来の液晶表示装置の構造の一例を簡略的に示した断面図である。
【符号の説明】
【００６４】
　８　反射膜
　１２、１３、１４　カラーフィルタ
　２０　液晶表示パネル
　２０ａ　表示面
　２０ｂ　背面
　２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ　サブ画素
　２２ａ　カラー表示領域
　２２ｂ　モノクロ表示領域
　３０　バックライトユニット

【図１】 【図２】
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